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家庭学習に関する調査研究11
一 大 学 生 へ の 調 査 を 通 し て 一
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家 庭 学 習 につ い て の ア ドバ イ ス

は じめ に

迫 田 ・森 藤(2014)は 、大 学 生 を対 象 に家庭 学

習 に関 す る調 査 を実 施 し、 小学 校 ・中学校 ・高校

時代の家庭学習 の状況 につ いて分析 した。そ の結果 、

各学校段階で時間をかけて作成 し、保護者へ も配布 ・

説 明 され る こ とが 多 い 「家庭 学 習 の手 引」 が あ ま

り活 用 されて い な い ことが明 らか にな った。

また 、家 庭 学習 の 主 な内容 は、 小学校 で 宿 題 と

読書 、 中学 校 で は宿 題 と読書 に加 えて 塾や 習 い事

の学 習 、高 校 で は読 書が 減 少 し、宿 題 と自主 的 な

予習 ・復習 、 興 味 ・関心 の あ る内容 へ と変 化 して

い る ことな ど も明 らか にな った。

さ らに、 児 童 生徒 の主 体 的 な 学習 態 度 を育 み 、

学 力向 上 を図 る ため に は、保 護 者 と連 携 しな が ら

教 師が 家庭 学 習 の方 法 につ いて 個別 に丁寧 に指導

す る ことの必 要性 にも言及 して い る。

平成26年 度全国学力 ・学習状況調査報告書(2014)

で も、学 校 の授 業 時 間以 外 で の 学習 時 間 が 長 い 、

自分 で計画 を立て て勉強 す る、 学校 の宿題や 予習 ・

復習 をす る、 読書 が好 きで読 書 時 間が 長 い児 童 生

徒 の方 が平 均 正 答率 が 高 い傾 向 が見 られ て お り、

主体 的 な学 習 態度 を育成 し、学 力 向上 を 図 るた め

に は、 授業 だ け では な く家庭 学 習 の あ り方 も問 う

必要 性が 求 め られ て いる と いえる。

1目 的

本 研 究 で は、 迫 田 ・森 藤(2014)で 実 施 した

調 査 の 中で大 学 にお ける授 業 外 の学 習時 間 とそ

の内容 や理 由 との関係 を明 らか にす る とと もに、

小学 生 ・中 学生 ・高校 生 時代 の塾 や 習 い事 の効

果 及 び小 学 生 ・中 学生 ・高校 生 へ の家庭 学 習 に

つ いて の ア ドバ イス の分 析 な どを通 して 家庭 学

習 のあ り方 を検討 す る こと を 目的 とす る。

2方 法

(1)調 査対象者:K大 学生180名(教 職理解科 目 「学

校教 育相 談」 の 受講者)を 対象 と した 。

(2)調 査実 施 日:平 成25年6月5日(水)

(3)質 問紙 の 内容

① 大学 生 と して の1日 の授 業外 学 習 時間 と

主 な内容 や理 由

学習 時 間 は分 単位 で 回答 し、主 な 内容 や

理 由は 自由記 述 で回答 す る。

② 塾 や習 い事 な どで役 だ った こと

小学 生 、 中学 生 、高校 生 の 頃 な どに体 験

した こ とで 自分 に と って役 だ っ た と思 う こ

とを 自由記述 で 回答す る。

③ 小学 生 、 中学 生 、高校 生 へ の家 庭 学習 に

つ いて のア ドバイ ス

自分 の 経 験 を通 して 、 小 学 生 、 中学 生 、

高校 生 に対 して 家庭 学習 につ いて そ れぞ れ

どの よ うな ア ドバイ ス をす る か 自 由記 述 で

回答 す る。

(4)分 析

回答 のあった180人 全員 のデー タを活 用 したが、

① につ い て は、 中央 値 を境 に学 習 時 間多群 、 少

群 として他 の項 目との 関連 を検 討 した。② につ

いて は、 回答 の あ った も のの み を分析 した.③

につ いて は、 自由記述 の内容 を宿題、予習 ・復習、

授業、読書、学習習慣 な ど9つ の観点で分類 した。



3結 果

(1)大 学生の授業外の学習時間

授業外の学習時間の学年毎の平均と調査対

象者全体の授業外の学習時間の分布をそれぞ

れ表1、 図1に 示す。

表1学 年別授業外の学習時間

(2)授 業 外 の学習 の理 由等

授 業外 の 学習 の 内容 や理 由 につ いて の 自由

記 述 を分 析 した結果 、 表3の6類 型 に分 類 す

る こ とがで きた 。 ま た、複 数 回答 も可 として

す べ ての記 述 を活用 した。

表3授 業外の学習の理 由等

図1授 業外の学習時間

表1に 示 す よ う に 授 業 外 の 平 均 学 習 時 間 は

94.50分 、標準 偏差(75.79)と ば らっ きが 大 き く、

学 習 時 間0分 と回 答 した学 生 も14人 い る 。 中央

値 は60分 で あ り、60分 以 下(98人)を 学 習 時 間

少群 、61分 以 上(82人 実 質90分 以 上)を 学習 時

間多 群 と して 今後 の分 析 を行 う こと とした。

また 、文 系 と理 系 学生 の平 均 学習 時 間 を表2に

示す 。 分散 に差 が 見 られ た ため 、 ウ ェルチ の 法 に

よ り文 系 と理 系 の学 生 の平均 学 習時 間 を比 較 した

と ころ、5%水 準 で 有 意な 差 が見 られ た(t=2.34,

df=99.08,p<.OS)o

表2文 系 ・理系別授業外の学習時間

学 年 及び 文 系、 理 系毎 の分 析 で は、 グル ー プ 間

で対 象者 数 が大 き く異な る ため 、本 研究 で は参 考

として 示す の み と し、他 の調 査 項 目 との 関連等 に

つ いて は行わ な い こと とした。

大学での授業外の学習時間の多少が、他の

調査項目と関連しているかを検討するため、

授業外の学習時間の中央値(60分)で 分けた

学習時間少群及び学習時間多群と表3に 示し

た授業外で学習する理由の6類 型で分類した

ものを表4、 図2に 示す。

表4授 業外の学習時間の多少と学習の理由等

授 業外 の 学習 時 間 の多 少 と学 習 の理 由 の関

係 につ いて は 、1%水 準 で有 意 な差 が見 られ

た(xz=22.026,df=5,p<Al)。

残 差分 析 の結 果 、① レポー ト ・課 題 、② テ

ス ト ・単位取得 に有意な傾向がみ られ、④留学 ・

資 格 、⑤ 興 味 ・研 究、⑥ そ の他 で有 意 な差 が

見 られ 、③ 予習 ・復習 で は有 意 な差 は見 られ

なか った。



(残 差分 析+p<.10*p<.05**p<.01)

図2授 業外の学習時間の多少と学習の理由等

(3)塾 や習 い事 で役 だ った こ と

小 学 生 ・中学生 ・高校 生 の頃 、学 校 の学 習

以外 で 家庭 学 習 と並 んで ウ ェイ トの大 き い塾

や 習 い事 の学 習 を通 して 、 自分 自身 に役 だ っ

た ことを記 述 した内容 を分類 した も のを表5

に示 す。

表5塾 や習い事で役だったことの類型

(4)小 学 生、 中学 生 、高 校 生へ の家 庭 学習 につ

いて のア ドバイ ス

大 学 生 自身 の これ まで の 経 験 か ら小 学 生 、

中学 生 、高校 生 に家庭 学習 につ いて ア ドバ イ

ス す る とす れ ば どの よ うな ア ドバ イ ス をす る

か 自由記 述 で 回答 の あっ た全 て のデ ー タ を活

用 し、複 数 回答 も可 と して分 析 した 結果 、 表

8に 示す よ うな9つ の類型 に分類 す る ことが

で き た。

表8家 庭学習に関するア ドバイスの類型

また 、回 答 のあ った142人 の 内容 を表5の

3類 型 で整 理 した ものが 表6で あ り、 回答 内

容 の割 合 には1%水 準 で 有意 な 差 が見 られた

(xZ=78.48,df=2,pc.01)o

表6塾 や習い事で役だ った こと

さ らに、 大 学で の授 業 外 の学 習 時間 の多 少

と塾 や 習 い事 で役 だ った こ との割合 を示 した

のが 表7で あ るが 、有 意 な差 は見 られ な か っ

た(x2=0.176,df=2,n.S.)。

この9つ の類 型 で家 庭学 習 の ア ドバイ ス を

分 類 した もの と大 学 の授業 外 の学 習 時 間の 多

少 との 関係 を小 学 生、 中学 生 、 高校 生毎 に分

析 した。

まず 、大学 の授 業外 の学 習 時 間 の多少 と小

学 生 へ の家庭 学 習 の ア ドバ イ ス の関 係 につ い

て 図3に 示 す。xz検 定 の結果 、有 意な差 は見

られ なか った(x2=6.51,df=8,n.S.)。

同 様 に 中学 生 へ の家 庭学 習 の ア ドバイ ス に

つ いて 図4に 示 す。xz検 定 の結果 、有 意な 差

は見 られな か った(xz=8.17,df=8,n.s.)。

さ らに高校 生 へ の家 庭学 習 の ア ドバイ ス に

つ いて 図5に 示 す。x2検 定 の結果 、有 意な 差

は見 られな か った(x2ニ4.67,dfと8,n.s.)。



次 に、 小学 生 、 中学 生、 高校 生 な どア ドバ

イ ス の対 象者 と家庭 学 習 のア ドバ イ ス の内容

につ いて 表9と 図6に 示 す 。x2検 定 の結 果 、

1%水 準 で有 意 な差 が 見 られ た(xz-15452,

df=16,p<.Ol)

図6小 ・中 ・高校生への家庭学習のア ドバイス

残差 分 析 の結果 、①宿 題 で は、 小学 生 、 中

学 生 、 高校 生 の全 て で 有 意 な差 が 見 られ た 。

② 予習 ・復習 で は 、小 学生 と高校 生 で有 意 な

差 が見 られ た。③ 授 業 で は、有 意 な差 は見 ら

れ な か った。 ④ 興 味 ・関心 で は、 小学 生 と高

校 生 で有 意な 差 が見 られ、 中 学生 で有 意 な傾

向 が見 られ た。⑤ 部 活 ・体 験活 動 で は、 小学

生 と高校 生で 有 意 な差 が見 られた 。⑥ 学 習習

慣 で は、 小学 生 、 中学 生、 高校 生 の全 て で有



意 な 差 が見 られ た 。⑦ 読 書で は 、小 学 生 と高

校 生で有意 な差 が見 られた。⑧先生 の活用で は、

中学 生 と高校 で 有 意 な差 が見 られ た 。⑨ 塾 ・

進 路 他 では 、 小学 生 と高校 生で有 意 な差 が 見

られ た。

4考 察

(1)大 学 生 の授業 外 の学習 時 間

本 研 究 にお け る授 業 外 の 平 均 学 習 時 間 は、

表1の とお り9450分 で あ る。 「鹿児 島 大学 共

通 教 育 にお け る学 習実 態 ・学 習成 果 に関す る

調 査2012年 度 調 査 報 告 」(2013)に よ る と、

共 通 教育 科 目等 の予習 ・復習 の 時間 が 少な い

学 生 が多 い ことが指 摘 されて いる。 本調 査 の

対象 も1年 生 ・2年 生が半数以上 を占めてお り、

同様 の結果 を示 して いる と言 え る。

迫 田 ・森藤(2014)の 小 学3,4年 生 の 平

均 家 庭 学 習時 間 は41.84分 、 塾 や 習 い事 の平

均 学 習 時 間 が56.68分 で学 校 外 の 学習 時 間 は

合 計 で98.52分 とな り、大 学 生 の 授 業外 の平

均 学 習時 間 と同 じ程度 で あ る。大 学 入 学直 前

の高校3年 生の平均 家庭 学習時 間 は200.45分 、

塾 や 習 い事 の平 均 学 習時 間が60.50分 で 合 計

260.95分 は 、大 学 生 の授 業外 の学 習 時 間 の約

2.8倍 で あ る こと を考 え る と大 学 生 の授 業 外

の学習 時 間 に物 足 りな さ を感 じる。

(2)授 業 外 の学習 理 由

表4,図2の 授 業外 の 学習 時 間 の多 少 と学

習 理 由 には 有意 な差 が 見 られ て お り、 学習 理

由の6類 型の 中の① レポー ト ・課題 ②テス ト ・

単 位 、⑥ そ の他 で は、 学 習時 間 少群 の割 合 が

高 く、④ 留 学 ・資格 、 ⑤ 興 味 ・研 究 で は、 学

習 時 間多 群 の割 合 が高 くな って い る。 この こ

とか ら、与 え られ た課 題 やテ ス トのた め の学

習 だ け で はな く、興 味 ・関心 の あ る分 野 の理

解 を深 め る学習 、 留学 や 資格 取得 、 就職 のた

めの 学習 な ど将 来 的な 目標 を設定 して 努 力 し

て いる学 生 は授 業外 の学 習時 間 が長 くな って

いる と考 え られ る 。

市 川(1995)は 、従 来 の内 発 的 ・外 発 的 動

機 づ け の枠 組 み によ らな い学 習動 機 の2要 因

モデルを提唱した。その2要 因とは、学習内

容の重要性と賞罰の直接性(学 習の功利性)

であり、その中に充実志向、訓練志向、実用

志向、関係志向、自尊志向、報酬志向の6つ

の学習動機を構造化している。

平山ら(2001)は 、この2要 因モデルを用

いて大学生の学習動機を分析し、学習内容の

重要性の要因の有効性を明らかにしている。

本研究で類型化した学習理由は、市川(前述)

や平山ら(前述)の 学習の功利性の要因も学

習内容の重要性の要因もともに重視する実用

志向にほとんどが該当すると考えられる。

以上のことから、大学生の学習を充実させ

るためには、予習 ・復習を必要とする授業内

容の構成に加え、実用志向に対応する大学生

のキャリア形成に資する取組を入学当初から

計画的に行う必要があることが示唆される。

(3)塾 や習い事で役だったこと

小学生、中学生、高校生の頃の塾や習い事

で役だったことの記述を表5に 示すように、

①そろばんで計算力がついたなどの実用的内容、

②集中力がついた、ス トレス発散ができたな

どの精神的内容、③効率的な勉強ができたな

どの勉強法的内容に分類した。

小学生、中学生、高校生の時期毎に記述す

るよう求めなかったため、記述された内容が

どの時期であるか特定することはできないが、

表6か ら塾や習い事で直接指導を受けている

内容の理解とそれに関連する教科学習への自

信の高まりなど実用的内容の割合が、67.6%

と極めて高いことが分かる。

表7か ら大学の授業外の学習時間の多少と

塾や習い事で役だったこととの関係については、

有意な差が見られておらず、大学での授業外

の学習時間の多群少群ともに、実用的内容の

割合が高くなっていることが分かる。このこ

とは、前述の学習理由において実用志向の内

容が多かったこととも深く関連しているもの

と思われる。

(4)小 学生、中学生、高校生への家庭学習につ



いて の ア ドバ イ ス

大 学 の授 業 外 の学 習時 間 の多 少 と家 庭 学習

の ア ドバ イス との関 係 を小 学生 、 中学 生 、高

校 生 ご とにそ れぞ れ検 討 したが 、有 意 な差 は

見 られ なか った 。 しか し、小 学 生 、 中 学 生 、

高校 生 それ ぞ れ へ のア ドバ イ ス上位3つ を挙

げ る と次 の よ うにな る。

図3か ら小 学 生へ の ア ドバイ ス で は、① 宿

題 を しっ か りす る こ と、⑤ 野外 で の体 験や 遊

び も大 事 で ある こと、⑥ 学 習習 慣 を身 に付 け

る ことな どが上位 の 内容で あ る。

図4か ら中学 生へ の ア ドバイ ス で は、⑥ 学

習習慣 を身 に付 ける こと、② 予習 ・復 習 をしっ

か りす る こと、⑤ 部活 との 両立 、野 外 で の体

験活 動 な ど に参加 す る ことな どが 上位 の 内容

で ある。

図5か ら高 校 生へ の ア ドバイ ス で は、⑥ 学

習習慣 を身 に付 ける こと、② 予習 ・復 習 をしっ

か りす る こと、⑨ 塾 で の勉 強や 早 め に進路 を

決 めて学 習す る ことな どが上位 の 内容で あ る。

以 上 の よ うに大 学 で の授 業外 の 学習 時 間 の

多少 との 関係 は見 られ なか っ たが 、表9、 図

6に 示 した よ うに小 学 生、 中学 生 、高 校 生 の

対象者 と家庭学習の ア ドバイス 内容 につ いて は、

有意 差が 見 られ た。

小学 生 、 中学 生、 高校 生 とい った学 校 の各

段 階 に応 じて 次 の よ うな家 庭学 習 の ア ドバイ

ス の特徴 が見 られ る。

小学 生へ のア ドバ イ ス と して は 、① 宿題 を

しっか りす る こと、④ 興 味 ・関心 の ある 分野

の勉 強 をす る こと、⑤ 野 外 で の体験 や 遊 びな

ども大 事 で ある こと、⑥ 学 習習 慣 を身 に付 け

る こと、⑦ 読 書 をす る ことな どが特 徴 的 な 内

容で あ る。

中学 生へ のア ドバ イ ス と して は 、⑥ 学 習習

慣 を身 に付 ける ことが 特徴 的 な内容 で ある。

高校 生 へ の ア ドバ イ ス と して は、 ② 予 習 ・

復習 を しっか りす る こと、⑥ 学 習 習慣 を身 に

付 ける こ と、⑧ 先 生に積極 的 に質 問す る こと、

⑨ 塾 で の勉 強 や進 路 を早 く決 めて 学習 す る こ

とな どが 特徴 的な 内容 で ある。

すべての段階で学習習慣 を身 に付 ける ことは、

大 事 だ と考 え られ てお り、主 体 的な 学習 態 度

を育 み 、学 力 を向 上 させ るた め に も、個 に応

じた 学習 習慣 の形 成 を図 る取 組 の必 要性 が 示

唆 され て いる と言 えよ う。

また 、③授 業 に集 中 して取 り組 む こ とに関

す るア ドバ イス は 、小 学 生、 中学 生 、高 校 生

の いずれ にお いて も高 くはな い 。調 査項 目が

家 庭 学習 につ いて の ア ドバ イ ス を 問 う内容 で

あ った ため 、授 業 の取 り組 み に 関す る ア ドバ

イ ス が少 な くな った もの と思 われ る。。

これ らの ア ドバ イ ス内容 等 は 、大 学 生 自身

の経 験 に基 づ いて 書か れ てお り、大 学 生の 家

庭 学 習 に関す る基 本的 な考 え方 が確 認 で きる

もの で あ り、児 童 生徒 の家 庭 学習 のあ り方 を

検 討 す るだ けで な く、大学 生 自身 の学習 を充

実 させ るた め に も活 用 して い く必 要 が あ る と

考 え る。

おわ りに

本研 究 で は、 大学 で の授 業外 学 習 時 間、塾 及 び

習 い事 等 で 役 だ った こ と、小 学生 、 中学 生 、高 校

生へ の家庭学習のア ドバイスな どを分析 する ことで、

児 童 生徒 の 家庭 学習 の あ り方 だ けで な く、大 学 生

の家庭 学習 に関す る意 識 を把 握す る ことが で きた。

今 後 の教育 ・研 究活 動 に生か したい と考 え る。
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